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本稿は、昨年度から始まった教職課程科目「道徳教育論」における実践性重視の新たな取り組みに
ついての第二回目の報告書である。この科目については、昨年度から、中学校の校長を勤められてい
た平間信雄氏と筆者の２名で担当している。昨年、本大学紀要 .10では、平間氏が第一回目の報告
として「地域連携で創る『道徳教育論』」を発表した。
第二回目となる今回の報告では、今年度に行った授業の運営についての検証を行い、来年度に向け

たより効果的な授業づくりにつながる課題を明らかにした。

実践的な授業
外部講師
自作教材
「道徳」の教育実習




